
 

令和５年度 第４回柏崎警察署協議会議事概要 

 

 

開催日時  令和６年２月15日（木） 午後１時30分から午後３時10分まで 

開催場所  柏崎警察署講堂 

 

 

 

出 席 者 

 

 

 

 

 

委      員
 

（定数13人）
 

 

 山﨑会長 小林副会長 田村副会長 

 間島委員 栁澤委員 坂井委員 小山委員 

 藤田委員 押見委員 清水委員 遠山委員 

廣川委員 

計12名 

警   察
 
 須田署長 長部副署長 木村警務課長 

 織田会計課長 関根生活安全係長 吉田地域課長 

 南雲刑事課長 髙橋交通課長 新通警備課長 

計９名
 

 

 

管内の治安情勢 

 各課長から、令和５年12月末現在の管内情勢について資料に基づき説明があった。 

前回の答申に対する活動状況 

 署長から、前回答申した重点推進項目の取組状況について、下記のとおり説明があっ

た。 

 

１ 犯罪抑止対策の推進 

(1) 年末年始における犯罪抑止対策の推進について 

(2) 特殊詐欺被害防止について 

２ 交通死亡事故抑止対策の推進 

(1) 交通安全教育及び広報啓発活動について 

(2) 交通指導取締り活動について 

 

諮問 

署長から、当面の重点推進事項について次のとおり諮問があった。 

１ 犯罪抑止対策の推進 

 (1) 刑法犯認知件数の減少について 

 (2) 特殊詐欺被害防止について 



２ 交通死亡事故抑止対策の推進 

(1) 交通死亡事故の発生状況について 

(2) 交通安全教育及び広報啓発活動について 

(3) 交通指導取締りについて 

答申      

質疑の後、柏崎警察署協議会として協議、検討した結果、諮問のとおり推進するよ

う答申した。 

 

質疑（○は署長等の説明） 

１ 特殊詐欺の被害に遭った人はどのような状況で被害に遭ったのか。 

  特殊詐欺についての広報活動を全く知らずに被害に遭ってしまうものなのか。 

○ 様々な手口があるため一概に言うことはできないが、特殊詐欺に多少の知識があ

っても不安を煽るような犯人の手口に乗せられてしまって被害に遭ってしまう人が

多いと感じる。 

特殊詐欺についての知識が全く無いということは無いと思うが、地道な広報活動

を通して対策していく他ないと考えている。 

 

２ 簡単にお金を引き出すことができるようになって便利になっている反面、特殊詐

欺被害に遭う可能性も高まったように思う。 

  現在も各種機関と連携して被害防止活動に取り組んでいると思うが更なる取締り

の強化をお願いしたい。 

○ 引き続き取締りを強化していきたいと思う。 

 

３ 自転車で歩道を走ることは違反だと思うが、自分の周囲に自転車で歩道を走って

いる者がいる。 

○ 70歳以上であれば自転車で歩道を走っても良い。 

  しかし、歩道はあくまでも歩行者優先であるため、歩行者の進路を妨害しないよう

に気を付けてほしい。 

 

４ 横断歩道で歩行者が横断している場合、歩行者が完全に横断歩道を渡りきるまで

待っていなければならないのか。 

○ 基本的には待ってもらいたいが、車線が多くて横断歩道が長い場合などは歩行者

が車両の前を通り過ぎ、ある程度の距離ができたら発進してもらっても良い。 

  しかし、急に進路を変える歩行者もいるため歩行者との距離が十分にあるかどう

かよく確認をしてほしい。 

 

 

 速度等取締り指針の策定 



 交通課長から、交通事故発生実態に合わせた速度取締り等を実施する旨の説

明があり、了解した。 

 


